








A Study of Porcelain Fused to Ni-Cr-Co System Alloy．
Part VI. Clinical evaluation for crown and bridge





































































































































































































































患　　者　　氏 名 男・女 才
装着年月日 S 年 月 日 経　　　過 年 ケ月






















































































患　者　氏　名 性　別 年　令 装着年月日 経過年月
柴　　　○　侑 男 20 S51年3月1日 5ケ月
庄　○　孝　○ 男 26 S50年4月24日1年4ケ月
岡　○　雅○ 男 36 S50年9月8日 11ケ月
長　○義○ 男 誕 S51年1月17日 7ケ月
福　○照　○ 男 32 S51年5月1日 4ケ月
田　○　清　○ 男 22 S50年9月29日1年1ケ月
○　山　○　美 女 21 S51年4月5日 5ケ月
○塚○○子 女 25 S51年1月9日 7ケ月
○　林○　子 女 26 S50年4月8日1年4ケ月












23 女 4 1
1　　　　　3
23 女 2 12
21 女 2 2
2
24 女 2 2
1　　　　　1
20 男 2 1
1　　　　　1
25 女 2 1
2
26 男 4 2
4
26 女 2 1
1　　　　　1
32 男 2 1
1　　　　　1
24 女 2 12
36 男 2 1
1　　　　　1
34 男 4 1
2　　　　　2




















































































































































患者氏名 　　　下顎位蝿ﾊ 中心咬合位 前方位 側　方　位i作業側）
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10は，溶射および陶材焼付後，口腔内に試適し
ところで，透明性，色調等，審美的に良好であ
8：鋳造・研摩後のブリッジ
9　口腔内に試適した状態
．図11は，装着してから1年4ヵ月経過後の口
内写真で，特に著しい変化はみられない．
10：溶射および陶材焼付後，ロ腔内で試適した状態
11：装着後，1年4ヵ月の口腔内写真
症例2
　患者　庄○孝0　26歳♂
　主訴一2上L欠損による審美障害
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図12は，坐を支台歯として左右3歯つつの
One　piece　castとし，鋳造・研摩後，試適したと
図12：鋳造体の口腔内試適
53
ころで，コアー採得後，⊥の近心隣接面で鎌着
した．図13は，溶射および陶材焼付後，口腔内に
試適した舌側面観で，図14は唇側面観である．図
15は装着してから1年4ヵ月経過後の口腔内写
真で，特に変化はみられない．
図14：図13の唇面観
図13：溶射および陶材焼付後，口腔内で試適した状態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（舌面観）
症例3
　患者　○島○子　24歳　♀
　主訴巨欠損による咀曙障害
図16は術前の口腔内写真で図17は鋳造・研摩
後，Ni－Al粉末およびAl203粉末をプラズマ溶射
図16：術前の口腔内写真
図15：装着後，1年4ヵ月の口腔内写真
し，模型に試適したところで，溶射時の衝撃に対
する鋳造体の変形もなく，適合状態は極めて良好
である．図18は，陶材焼付後，口腔内に装着した
ところで，図19は1年3ヵ月経過後の口腔内であ
る．巨ヱの歯間乳頭部に軽度の発赤がみられる．
図17：溶射後，模型上で試適しているところ
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図18：口腔内に装着したところ
羅霧≧議纏i
図19：1年3ヵ月後の口腔内写真
症例4
　患者　岡○雅0　36歳　♂
　主訴旦欠損による咀囎障害
図20は，鋳造体を口腔内に試適したところ，図21
は，溶射および陶材焼付後，模型上に試適した状
態を示している．図22はこれを口腔内に装着後，
咬合面から観たところで，図23は装着後，11ヵ月
経過後の状態で特に著しい変化はみられない．
図20：鋳造体を口腔内に試適したところ 図22：図21をロ腔内に装着したところ（咬合面観）
図21：溶射およひ陶材焼付後，模型上に試適した状態 図23：装着後，11ヵ月の口腔内写真
症例5
　患者　柴　○侑　20歳　♂
　主訴匡欠損による咀噛障害
図24は，溶射およひ陶材焼付後，口腔内に装着し
た直後の状態で，図25は装着後，5ヵ月経過した
状態で，特に異常はみられない．r6一は前装せずに
金属のままとした．
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図24：口腔内に装着した直後の状態
症例6
　患者　○塚○○子　25歳　♀
　主訴S欠損による咀噌障害
図26｛よ幽をFull　bakeのブリッジにするた
め，鋳造体の咬合面，頬舌側面にプラズマ溶射を
行い，これを試適した状態で，歯頸部辺縁の適合
状態は良好である．図27は陶材をFull　bakeした
図25：装着後，5ヵ月の口腔内写真
ブリッジを口腔内に装着した状態を示している，
対合歯との接触関係は，中心咬合位で，＿到は頬側
および舌側咬頭内斜面，．到は舌側咬頭内斜面旦
は近心頬側および舌側咬頭内斜面に，それぞれ1
点のCentric　stopを有している．図28は装着後
のX線写真で，良好な適合状態を示している．図
29は，装着7ヵ月後の状態で極めて良好である．
図26：溶射後，試適している状態 図28：図27装着後のX線写真
図27：口腔内に装着した状態
V，結果および考察
著者らは，金属焼付陶材に非貴金属合金である
図291装着後，7ヵ月の口腔内写真
Co・Cr－Ni系合金を用い，　Bonding　agentとして，
Ni・A1粉末とA1203粉末あるいはZrO2粉末を溶
射コーディングしてから陶材を焼付けて製作した
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ブリッジを臨床に用いて，装着後の経過観察を
行った．
　その結果，最も重要と思われる歯頸部辺縁の適
合状態は，水平的適合性の極めて良好なものが9
歯，すべて過剰なものが1歯，すべて不足してい
るものは0，垂直方向の適合性の良好なもの14
歯，すべてにステップのあるもの1歯であった（表
3～表5）．舌側部の適合性は，すべて良好なもの
が14歯，すべてにステップのあるものは0であっ
た．このことから，エキスプローラーによる触診
では，歯頸部辺縁の適合性は良好と判断した．
　歯周組織の状態については，歯肉色に異常が認
められたもの5例，歯肉緊張度に異常が認められ
たもの2例，歯肉が腫脹したもの6例，出血2例，
排膿1例であった（表6）．この出血例，排膿例に
ついては，ブリッジそのものによるものか，患者
の口腔清掃状態の不良によるものかは明確ではな
かった．歯肉嚢の深さにっいては，0．6㎜～1．Omm
が20例で最も多く，2．1mm以上の例は全くな
かった（表7）．歯肉の退縮については，退縮の認
められなかったもの6例，0㎜一〇．5　mmのもの
5例，1．5　mm以上の退酬賭無あった（表
8）．歯垢・歯石等の沈着では，歯石の沈着は，視
診およびX線診査では認められず，歯垢の沈着は
3例にみられた（表9）．
　咬合状態については，補綴歯および対合歯の咬
耗・摩耗・亀裂・破折およびブリッジの脱落等の
異常は全くみられなかった．金属と陶材との接合
部の状態については，溶射部の酸化の有無と滑沢
さについて診査したところ何ら異常は発見されな
かった．
　色調に関しては，溶射が原因と思われる変化は
なく，色調への影響は少ないと判断した．
　以上の診査結果では，全体として極めて良好な
状態を示し，臨床に十分応用し得るものと思われ
る。しかしながら，経過年月が4ヵ月から1年4
ヵ月と比較的短く，金属焼付陶材冠としての問題
が生じてくるのは，装着してから3～4年経過後
が最も多いと言われていることから，今後なお経
過観察を続けていくつもりである．
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